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 開  会  

 議  長  総務課長 

 総務課長  おはようございます。 

 最初に、熊本地震の犠牲者の方々に対しまして、黙とうを捧げたいと思います。ご

協力をよろしくお願いいたします。 

 黙とう。 

 （全員黙とう） 

 総務課長  お直りください。 

 どうもご協力ありがとうございました。 

 議  長  本日の出席議員は、１６人につき定足数に達しております。 

 ただ今から、平成２８年第２回筑前町議会臨時会を開会します。 

（１１：００） 

 日程第１  

 議  長  日程第１「会議録署名議員の指名」を、行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定によって、 

１番 深野良二議員及び２番 田口譲司議員を、指名します。 

 日程第２  

 議  長  日程第２「会期の決定について」を、議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日４月２８日の１日間としたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日の１日間と決定いたしました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３「町長のあいさつ及び提案理由の説明」を、求めます。 

田頭町長 

 町  長  こんにちは。 

 本日は、平成２８年第２回臨時会を招集しましたところ、全員ご出席いただきあり

がとうございます。 

 最初に、熊本地震で犠牲となられた方々また被災されました方々に、心からご冥福

とお見舞いを申し上げる次第でございます。 

 熊本地震は、４月１４日の前震から１４日を経過した本日においても未だおさまり

得ておりません。本町でも４月１６日深夜において、震度５弱を観測し、直ちに職員

７０名からの緊急第２配備体制、消防団出動、合わせて避難所を開設いたしました。 

 一方では熊本支援として義援箱の設置、人的支援として甘木朝倉消防署での現地で

の支援活動、また、町役場職員２名を３日間、本日まで益城町に派遣しているところ

でございます。 

 まずは支援活動を続けながら、熊本県、大分県、福岡県、本町のためにも、１日も

早い地震の終息を願うところでございます。 

 それでは、本日提案いたします議案等８件の提案理由の説明を申し上げます。  

 承認第３号 専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、多目的運動公

園園路広場整備工事（３工区）を施工するにあたり、工事内容の変更に伴う工事請負

契約の変更をする必要が生じたが、町議会を招集する時間的余裕がなかったため、専

決処分をしたものです。 

 承認第４号 専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、地方税等の一
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部を改正する等の法律、地方税法施行令等の一部を改正する等の政令、地方税法施行

規則等の一部を改正する省令、及び地方税法施行規則の一部を改正する等の省令が平

成２８年３月３１日に公布され、同年４月１日に施行されたことに伴い、筑前町税条

例及び筑前町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する必要が生じたが、町議会

を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分をしたものです。 

 承認第５号 専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、地方税法等の

一部を改正する等の法律、地方税法施行令等の一部を改正する等の政令、地方税法施

行規則等の一部を改正する省令、及び地方税法施行規則の一部を改正する等の省令が

平成２８年３月３１日に公布され、同年４月１日に施行されたことに伴い、筑前町国

民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じたが、町議会を開催する時間的余裕が

なかったため、専決処分をしたものです。 

 議案第２９号 財産の取得につきましては、四三嶋地区工業用地造成工事（３工区）

の用地を取得するにあたり、地方自治法及び筑前町議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例の規定により議会の議決を求めるものです。 

 議案第３０号 工事請負契約の締結につきましては、四三嶋地区の工業用地造成工

事の請負契約を締結するにあたり、地方自治法及び筑前町議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議会の議決を求めるものです。 

 議案第３１号 工事請負契約の締結につきましても、池田・向原線道路改良及び調

整池築造工事の請負契約を締結するにあたり、地方自治法及び筑前町議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議会の議決を求める

ものです。 

 議案第３２号 町道の路線認定につきましては、道路法の規定により議会の議決を

求めるものです。 

 議案第３３号 町道の路線変更につきましても、道路法の規定に基づき議会の議決

を求めるものです。 

 以上、ご提案申し上げますので、慎重にご審議をいただき賛同賜りますようお願い

申し上げまして、あいさつ並びに提案理由の説明といたします。よろしくお願いいた

します。 

 議  長  町長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（多目的運

動公園園路広場整備工事（３工区）請負契約の変更）」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  議案書２ページでございます。 

 承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求める。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長が説明されたとおりでございまして、省略させてい

ただきます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 平成２８年専決第２号、専決処分書。 

 平成２７年６月２９日付け第３１号議案をもって議決された多目的運動公園園路

広場整備工事（３工区）請負契約の締結に係る議決内容の一部を別添のように専決処

分する。 
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 平成２８年３月２２日、町長名です。 

 ４ページでございます。 

 工事請負契約の変更内容 

１．工事名 多目的運動公園園路広場整備工事（３工区） 

２．契約の方法 変更前 指名競争入札 

        変更後 随意契約 

３．請負契約額 変更前 １１１,２４０,０００円 

        変更後 １１９,１４５,６００円 

４．工事請負人 株式会社 平田組 筑前支店 

 参考としましては、１から３番まで記載のとおりでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  ４ページの別表の中の運動施設工（野球場用照明柱ほか）とあります。設計の段階

で、この太さ、基礎はどれくらいだったんでしょうか、お尋ねします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 運動施設工の野球場照明柱ほかにつきましては、照明柱６基立てておりまして、失

礼しました。ほかというのは、どのほかに、野球場、運動施設工にはほかが入ってな

いんですけれど、すべてのほかですか。 

 議  長  再度質問を。 

河内議員 

 河内議員  再度質問します。 

 ６本の、下のカッコ書きの中に、基礎が６ｍから、変更後が８ｍから９ｍに変わっ

ているんですね、設計の段階ではどうだったのか、お尋ねしました。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  運動施設工の野球場の照明柱の基礎６本につきましては、当初設計では基礎長と言

いますか、地盤から下の根入れの部分が６ｍで設計をしておりましたけれど、再度施

工段階で土質調査を行ったところ、地盤がよくなかったというところが判明しており

まして、基礎の長さを８ｍから９ｍに変更して、根入れを深くしたというところでご

ざいます。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  それだけ長くしたということで、強度は保たれているんでしょうか。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  設計を見直しまして、強度は保たれています。以上でございます。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  この別表なんですけれども、変更前と変更後、違いが当然あるわけなんですが、こ

の、それぞれですね、どういったことでこのように変更になったのかということの、

説明をもう少しきちっとすべきじゃないかと思うんですけれども、その点説明をお願

いしたいと思います。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 工事請負につきましては、契約約款に基づきまして、変更が生じた場合には工事従

事者である現場代理人、そして発注者である工事監督人、双方が協議して変更に携わ

るわけですけれど、内容につきましては、ここの別表に上げているものは主な工種で
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ございます。 

 ほかという表記をしておりますように、足したような施設工がございます。数量が

変わる部分につきましては、出来高で最終的に変更をかけている状況でございまし

て、増量になっている部分につきましては、工事進捗、これは毎年度、継続事業で多

目的公園は整備しておるわけですけれど、執行残、入札執行残とかございますし、こ

の工事につきましては、当初内示の補助金以内で発注しておりまして、その執行残を

事業進捗するために工事を前倒しして進めたということでございます。以上です。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  そういうことは分かるんですけれども、先ほどの運動施設工の野球場照明は、地盤

がよくなかったからこうなりましたという説明があったんですけれども、ここに書い

てある、別表に書いてある変更後、せめてですね、この部分に関して、ほかという部

分はございますけれども、こういう事情でこういう変更になったんだということの、

せめてこの範囲の説明は口頭できちっとしていただけたらと思います。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えします。 

 同じ答弁となりますけれど、変更増になっている部分は、例えば電気施設工とか修

景施設工、こういうものが増量になっています。このことは、来年度しなくてはいけ

ない工事を、入札執行残という予算がございますので、そういう部分で前倒しで工事

を促進させた状況でございます。 

 議  長  分かりましたでしょうか。 

梅田議員 

 梅田議員  ちょっと私も専門家じゃないから、いまいち理解できてないところがあるんです

が。 

 この、今、多目的運動公園工事が行われているんですが、現在のトータルでどれだ

けの事業費になっているのか、お尋ねいたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 ２７年度の決算見込みが確定をしておりませんけれど、現在工事は、２７年度竣工

しておりますので、その額をこれまで使った費用と総計しますと、約１８億４００万

ほどでございます。 

 議  長  いいですかね。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。  

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（多目的運

動公園園路広場整備工事（３工区）請負契約の変更）」を、採決します。 

 承認第３号は、承認することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（多目的

運動公園園路広場整備工事（３工区）請負契約の変更）」は、承認することに決定し

ました。 

 都市計画課長のほうから、ちょっと先ほどの説明の訂正をするということでありま

すので、発言を求めます。 

都市計画課長 
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都市計画課長  たいへん失礼しました。 

 今先ほど申しました数字の桁が間違っておりまして、２７年度の整備工事費に要し

た費用が約１億８,１００万程度でございまして、それを読み違えておりまして、２７

年度総額で１４億８,０００万程度でございます。失礼しました。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町税

条例及び筑前町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）」を、議題とし

ます。 

 説明を求めます。 

税務課長 

 税務課長  それでは、議案書の５ページをお開きください。 

 承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求める。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、先ほど町長から冒頭に説明されましたので、省略をいた

します。 

 次のページ、６ページをお開きください。 

 この専決処分書は、平成２８年３月３１日付けで、条例改正の専決処分をしたもの

であります。 

 改正の内容でありますが、今回の税条例の一部改正は、上位法令であります地方税

法の改正が４月１日に施行されるため、関係条文を改正したものであります。 

 今回の改正は７ページにわたっておりますが、その改正内容につきまして、主な分

のみ大きく３項目について簡潔に説明させていただきます。 

 １項目目は、町税賦課徴収関係で、新旧対照表の７ページ、第１８条の２、災害等

による書類提出、納入期限の延長でありますが、法律改正にあわせて行政不服審査法

改正に伴う所要の措置で、不服申立てを審査請求に変更し、改正したものであります。 

 ２項目目は、固定資産税関係で課税標準の特例ですが、附則を含めて８条にわたり

改正をしております。 

 １点目は、７ページ、第５６条の冒頭の部分ですが、法人の範囲で、第１２号の固

定資産の後に、同項１６号の固定資産（独立行政法人労働者健康安全機構が設置する

医療関係者の養成所において直接教育の用に供するものに限る。）の追加と、８ペー

ジ上段のところの法人名の名称変更で、独立行政法人労働者健康福祉機構を独立行政

法人労働者健康安全機構へ改正したものであります。 

 ２点目は、新旧対照表の８ページ下段のところの第５９条ですが、固定資産税の非

課税の規定の適用を受けなくなった固定資産の所有者がすべき申告で、第１２号の後

に第１６号で、法人名の統合変更後に、独立行政法人労働者健康安全機構が追加改正

されたものであります。 

 ３点目は、新旧対照表の９ページ、附則第１０条の２ですが、法律におけるわが町

特例の定める割合が追加され、法附則第１５条第２項第６号がずれたことに伴い、７

号に改正したものであります。 

 ４点目は、新旧対照表の附則第１０条の２第７号ですが、法律改正にあわせての追

加改正で、第７号に、津波防災地域づくりに関する法律に規定する条例で定める割合

を２分の１とし、特例措置の延長を平成３２年３月３１日まで改正したものでありま

す。 

 ５点目は、新旧対照表の附則第１０条の２、中段のところでありますが、第１０号
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から１４号で、電気事業者による再生可能エネルギー、電気の調達に関する特別措置

法における定める割合を３分の２とし、特例措置の延長を平成３０年３月の３１日ま

で改正したものであります。 

 ６点目は、新旧対照表の附則第１０条の２第１８号で、都市再生特別措置法による

規定する条例で定める割合を５分の４とし、特例措置の延長を平成３０年３月３１日

まで改正したものであります。 

 ７点目は、新旧対照表の附則第１０条の２第８号、第９号、第１５号から第１７号、

さらには第１９号について、法律におけるわが町特例の定める割合が追加されたこと

による号のずれに伴い改正したものであります。 

 ８点目は、９ページから１０ページ、新旧対照表の附則第１０条の３第８項で、法

律における新築住宅等に対する固定資産税の税減額の規定の適用を受けようとする

者がすべき申告を、特例措置の対象の工事に要した費用の要件を５０万円超えとした

上、対象資産取得期限を延長し、平成３０年３月３１日まで追加改正したものであり

ます。 

 ３項目はたばこ税関係で、１０ページ第２条のたばこ税に関する経過措置について

でありますが、新旧対照表の１０ページ、第５条第３項から１３ページ、第１４項に

わたっての改正であります。 

 改正内容は、１０ページ、第５条第３項中第９８条の一部で、改正に伴う既定の整

備等で表中現行第３４号の２様式が、改正後、施行規則第３４号の２様式へと、また、

地方税法施行規則第１条の、その１条が削除されたものに伴い改正したものでありま

す。 

 １１ページ、第５条第７項表中、町税条例第１９条第３号、納税者又は特別徴収義

務者の納期限後に納付し、又は納入する税金又は納入する税金に係る延滞金の改正に

伴う所要の規定の整備にて第４８条第１項での第８１の６第１項の申告書の追加ほ

か、１２ページ、第１００条の２の後に第１項の追加など、１２ページの第１０項と

第１２項及び１３ページの第１４項の表中は、４段階にて改正に伴う各種既定の整備

をしたものであります。 

 以上の３項目の改正につきまして、第１条の本則第２条までの１４条を含めて改正

しているところであります。 

 議案書の１３ページをお開きください。下の段のところであります。 

 この改正条例は附則で謳っておりますように、平成２８年４月１日から施行するも

のであります。詳細な改正内容につきましては、事前に議員に配布しておりますお手

元の資料、改正措置一覧表のとおりでありますので、よろしくお願いを申し上げまし

て、承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」の説明を終わりま

す。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  議案書の７ページです。 

 新旧対照表の１８条の２、５６条で、法第３４８条第２項第９号、９号の２又は第

１２号というのは、どういうものが含まれるのか、お尋ねをいたします。 

 議  長  税務課長 

 税務課長  お答えいたします。 

 今、手元資料で分かりますことは、法第３４８条第２項第９号につきましては、学

校法人、図書館、博物館等、また第９号の２につきましては、国家公務員、介護士な

どの直接教育の関係するもの、若しくは第１２号につきましては、公益財団法人、学
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術研究などの施設、固定資産と確認をしております。以上でございます。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町税

条例及び筑前町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）」を採決します。 

 承認第４号は、承認することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町

税条例及び筑前町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）」は、承認す

ることに決定しました。 

 日程第６  

 議  長  日程第６ 承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例）」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  議案書の１４ページをお願いいたします。 

 承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長説明のとおりでありますので省略をさせていただき

ます。 

 １５ページ、専決処分書です。 

 平成２８年専決第４号、３月３１日に専決処分をしたものであります。 

 １６ページをお願いいたします。 

 今回の改正につきましては、課税限度額の引き上げと低所得者の保険税の軽減措置

が拡充をされたものであります。 

 第３条第２項につきましては、国保税のうち基礎課税額の限度額を５２万円から５

４万円に引き上げるものです。 

 ３項につきましては、後期高齢者支援金等課税額の限度額を１７万円から１９万円

に引き上げるものです。 

 第２２条第１項でございますが、先ほどの第３条第２項及び第３項の課税限度額引

き上げに伴い変更が必要となったものであります。 

 次に、同項第２号ですが、これは５割軽減の対象となる所得基準額を規定している

ものであり、被保険者１人につき加算をします額を２６万円から２６万５千円に引き

上げるものです。 

 次に、同項第３号ですが、これは２割軽減の対象となる所得基準額を規定している

ものであり、被保険者１人につき加算する額を４７万円から４８万円に引き上げるも

のです。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行いたします。 

 以上、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 
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 （質疑なし） 

 河内議員  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 今回の改正は低所得者に一部配慮されているものの、昨年に引き続いての値上げで

あり負担増は計り知れません。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例）」を、採決します。 

 承認第５号は、承認することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町

国民健康保険税条例の一部を改正する条例）」は、承認することに決定しました。 

 日程第７  

 議  長  日程第７ 議案第２９号「財産の取得について（四三嶋地区工業用地造成事業（３

工区）の用地）」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  それでは、議案書の１８ページをお願いいたします。 

 議案第２９号「財産の取得について」 

 次のとおり財産を取得するため、議会の議決を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長が説明いたしましたとおりでございますので、省略

いたします。 

 １９ページをお願いいたします。 

 取得する財産につきましては、取得する財産の表示、土地でございます。 

 筑前町四三嶋地区の田、８筆でございます。合計１万９,４６１㎡でございます。 

 取得価格につきましては、９,７３０万５,０００円でございます。 

 契約の相手方につきましては、筑前町東小田９７９番地３、古賀貢氏ほか５名の方

でございます。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  既存の造成地については平米当たりいくらでされたんでしょうか。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  既存と言いますか、工業団地として開発して造成を行っております。全体的に平米

の５,０００円という単価でですね、今までも行ってきておるところでございます。以

上でございます。 

 議  長  これで質疑を終わります。 
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 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２９号「財産の取得について（四三嶋地区工業用地造成事業（３

工区）の用地）」を、採決します。 

 議案第２９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２９号「財産の取得について（四三嶋地区工業用地造成事業（３

工区）の用地）」は、原案のとおり可決されました。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 議案第３０号「工事請負契約の締結について（四三嶋地区工業用地造成

工事）」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  議案書の２０ページをお願いいたします。 

 議案第３０号「工事請負契約の締結について」 

 四三嶋地区工業用地造成工事について、別紙のとおり工事請負契約を締結するもの

とする。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長が説明いたしました提案理由のとおりでございま

す。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 工事請負契約の内容につきましては、工事名 四三嶋地区工業用地造成工事、契約

の方法につきましては、指名競争入札でございます。 

 請負契約額につきましては、７,９３８万円でございます。 

 工事請負人につきましては、朝倉郡筑前町東小田７８番地６、株式会社 柿原建設、

代表取締役 柿原良至。 

 ２２ページを願いいたします。 

 入札結果でございます。 

 入札結果につきましては、株式会社 柿原建設が第１回の入札で落札しておりま

す。落札率につきましては９４％でございます。 

 工事概要につきましては、下記のとおりでございます。 

 工期につきましては、契約の効力発生の日から平成２８年１２月２８日まででござ

います。 

 以上で、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３０号「工事請負契約の締結について（四三嶋地区工業用地造成

工事）」を、採決します。 

 議案第３０号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 
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 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３０号「工事請負契約の締結について（四三嶋地区工業用地造

成工事）」は、原案のとおり可決されました。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 議案第３１号「工事請負契約の締結について（池田・向原線道路改良及

び調整池築造工事）」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  議案書の２３ページをお願いいたします。 

 議案第３１号「工事請負契約の締結について」 

 池田・向原線道路改良及び調整池築造工事について、別紙のとおり工事請負契約を

締結するものとする。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長が先ほど説明いたしましたとおりでございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 工事請負の内容でございます。 

 工事名 池田・向原線道路改良及び調整池築造工事 

 契約の方法 指名競争入札 

 請負契約額 １８８,８９２,０００円 

 工事請負人 筑前町東小田２７９７番地 

       株式会社 岡嶋建設  代表取締役 松本広 

 ２５ページをお願いいたします。 

 入札の結果につきましては、株式会社 岡嶋建設が第１回の入札で落札し、落札率

につきましては、９７．２％でございます。 

 工事概要につきましては、下記のとおりでございます。 

 工期につきましては、契約の効力発生日から平成２９年１月２０日まででございま

す。 

 以上、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３１号「工事請負契約の締結について（池田・向原線道路改良及

び調整池築造工事）」を、採決します。 

 議案第３１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３１号「工事請負契約の締結について（池田・向原線道路改良

及び調整池築造工事）」は、原案のとおり可決されました。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 議案第３２号「町道路線の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 
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建設課長 

 建設課長  議案書の２６ページをお願いします。 

 議案第３２号「町道の路線認定について」 

 別紙のとおり町道路線を認定するものとする。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由は、町長の説明のとおりでございます。 

 ２７ページをお願いします。 

 今回認定します路線は、路線番号１４０８号、石櫃３号線及び１４０９号、後田１

４号線でございます。 

 各路線の起点、終点、延長、幅員は、表に記載のとおりでございます。いずれも民

間開発に伴いまして、町へ寄付を受けたものでございます。 

 箇所につきましては、別途配布しています図面を参照願います。 

 以上で、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３２号「町道の路線認定について」を、採決します。 

 議案第３２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３２号「町道の路線認定について」は、原案のとおり可決され

ました。 

日程第１１  

 議  長  日程第１１ 議案第３３号「町道の路線変更について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

建設課長 

 建設課長  議案書の２８ページをお願いします。 

 議案第３３号「町道の路線変更について」 

 別紙のとおり町道路線を変更するものとする。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由は、町長の説明のとおりでございます。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 今回変更を行う路線は、路線番号２９７、鐘木塚・古野線でございます。 

 終点を変更し、延長を５８．３ｍ増加しまして、総延長を２９６．４ｍとするもの

でございます。 

 今年度都市計画課におきまして計画をされております二地区道路公園整備事業に

関連しまして、事前に町道の認定を行うものでございます。 

 箇所につきましては、別途配布の図面を参照願います。 

 以上で、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 
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 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３３号「町道の路線変更について」を、採決します。 

 議案第３３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３３号「町道の路線変更について」は、原案のとおり可決され

ました。 

日程第１２  

 議  長  日程第１２ 発議第３号「議会活性化検討特別委員会設置に関する決議」を、議題

とします。 

 本件について、説明を求めます。 

木村議員 

 木村議員  それでは、ただ今から発議第３号の提出理由の説明をいたします。 

 議会提出議案書の２ページをお開きください。 

 発議第３号 議会活性化検討特別委員会設置に関する決議、上記の議案を別紙のと

おり会議規則第１３条第１項の規定により提出します。 

 提出者 木村博文、賛成者は奥村忠義議員、石丸時次郎議員であります。 

 提出の理由。 

地方創生の時代を迎え、地方自治体の自主的な決定と責任の範囲が拡大する中、地

方議会の責務も増し、その機能強化が求められている。本町議会でも改革の流れをと

めることなく、住民の負託に的確に応える議会となるよう更なる議会の活性化に取り

組む必要があります。 

このため、これまで本町議会の任意組織として、議会及び議員活動の活性化を目的

に活動してきた議会活性化検討委員会について、その充実強化を図り、委員として十

分な活動ができるようにするため、地方自治法上の根拠を有する特別委員会として設

置するものであります。 

 ３ページをお開きください。 

 次のとおり、議会活性化検討特別委員会を設置するものとする。 

１．名称 議会活性化検討特別委員会 

２．設置の根拠 地方自治法第１０９条及び委員会条例第５条 

３．目的 議会及び議員活動の活性化に関する調査研究 

４．委員の定数 ７人 

５．調査期限 調査終了まで 

 以上、提出理由を説明しましたが、皆様におかれましてもご賛同賜りますようお願

い申し上げて、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、発議第３号「議会活性化検討特別委員会設置に関する決議」を、採決し
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ます。 

 発議第３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、発議第３号「議会活性化検討特別委員会設置に関する決議」は、原案

のとおり可決しました。 

日程第１３  

 議  長  日程第１３ 「議会活性化検討特別委員の選任」を、行います。 

 お諮りします。 

 議会活性化検討特別委員の選任については、委員会条例第８条第４項の規定によ

り、 

 木村博文議員 

 奥村忠義議員 

 横山善美議員 

 石丸時次郎議員 

 桒野光雄議員 

 梅田美代子議員 

 田中政浩議員 

 以上のとおり指名したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、議会活性化検討特別委員は、ただ今指名したとおり選任することに決

定しました。 

日程第１４  

 議  長  日程第１４ 「議会活性化検討特別委員長及び副委員長の互選」を、行います。 

 委員会条例第９条第２項の規定により、議会活性化検討委員会において、委員長及

び副委員長が互選されていますので、その結果を報告します。 

 議会活性化検討特別委員長 木村博文議員 

 議会活性化検討特別副委員長 奥村忠義議員 

 以上のとおり互選されたので、報告をします。 

日程第１５  

 議  長  日程第１５ 「議会活性化検討特別委員会の閉会中の所管事務調査の件」を、議題

とします。 

 議会活性化検討特別委員長から、所管事務のうち会議規則第７３条の規定によっ

て、お手元にお配りした「所管事務の調査事項」について、閉会中の継続調査の申し

出があります。 

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

 閉  会  

 議  長  これで、本日の日程は、全部終了しました。 

町長 
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 町  長  第２回筑前町議会臨時会閉会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 すべての議案、承認、可決いただきましてありがとうございました。 

 特に工業用地の用地取得、造成工事請負契約につきましては、全員の可決をいただ

きました。このことによりまして企業誘致のための基本的条件が整備されていくこと

になります。 

 本件は、本町地方創生のための大型事業として、雇用、観光、町のイメージアップ

等の効果を期待し、さらには地域振興に繋がる施策を研究していく必要があろうかと

考えます。更なる筑前町発展のために議会、執行部、しっかり議論しながら推進して

いくことを共有し、閉会のあいさつといたします。たいへんお疲れさまでございまし

た。ありがとうございました。 

 議  長  町長からのあいさつが終わりました。 

 会議を閉じます。 

 平成２８年第２回筑前町議会臨時会を閉会します。お疲れさまでした。 

（１１：５９） 

 

 

 


